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重職者の手紙　週刊誌

+幸せを探すあなたへ
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成功の後にかくされた不幸、いつまでだまされて生きて行くのですか　20世紀ロックンロールの帝王エルビス・プレスリー、20世紀大衆音楽史上、最も成功的したバンドとして呼ばれるビートルズを越えて、30年以上の間「ポップの帝王」として君臨してきたマイケル・ジャクソン、個人用飛行機とヘリコプターはもちろん、動物園とテーマパークで飾られたサンタバーバラの大邸宅「ネバーランド」に、毎年2500万ドル(24億円)の維持費を使ったのですが、晩年には娘の誕生日を迎えてお祝いのパーティーに使う風船を買うお金がないほど生活費不足に苦しみながら、みじめに生活したとジャクソンの自宅で乳母として働いていたルワランバさんが明らかにしました。現在、彼が残した財産は借金だけで5億円だと言われています。ところで、一時代に影響を与えたこの三人の音楽家の共通点があります。まさに、薬物中毒(麻薬)です。ビートルズのメンバーだったポール・マッカートニーは、自分の音楽は麻薬を通して作られた音楽だと告白して、エルビス・プレスリーは薬物中毒でお手洗いの便器に座ったまま死にました。ジャクソンは、ヨーロッパ公演を控えて、夜ごと殺害される悪夢に苦しめられて死にたいという言葉を繰り返して、普段に色々な種類の麻薬成分の鎮痛剤を混ぜて、カクテルのように服用していたために、随時、胃洗浄をしていたということです。成功しても見つけられない幸せ、何のためでしょうか。いつまで成功の仮面をかぶって幸せなふりをして生きているのですか。

人間のどうしようもない苦しみと不幸の根源　聖書は全てのものに創造の原理があると語っています。魚は水の中に、木は根を地中に、鳥は空中を飛び回りながら生きていく時、幸せになるように創造されました。そのように、本来、人間は神様のかたちで、神様と交わりながら幸せな人生を生きるように創造された、たましいを持った存在です。魚が水を離れて、木が根を地から抜かれる瞬間から、全てのものが不幸の条件になるように、人間も神様を離れた瞬間、すべての不幸は自分とは関係なく、訪ねてくるようになるのです。神様を離れた以後、人間の運命は目に見えないサタンという霊的存在に左右されて、呪いと苦しみの中に陥るようになりました。何をしても真の平安、真の満足は見つけることができなくて、むしろ、麻薬と偶像崇拝と、その上に積まれる肉的な病気と繰り返す失敗、放蕩が呼び起こした家庭破壊と、隠している満たすことができないむなしさと、自殺の誘惑に苦しめられるようになりました。結局、人間は永遠な地獄の苦しみの中に陥るしかなく、自分が体験した苦しみは子孫に伝えられるしかはないと、聖書は警告しています。
なぜ、どうしてもイエスを信じなければならないのでしょうか　人間自らでは、この問題を解決できないためです。真実に一度答えてみてください。人間自らの努力で神様に会えるでしょうか。私にある罪と呪いの問題、運命と運勢の問題を自ら解決できますか。そして、これらすべての不幸の張本人であるサタン(悪魔)、悪霊の問題、そして、地獄の問題はどのように解決するのですか。それで、私たちにはこの問題を解決するキリスト(メシヤ)が必要なのです。神様に会う道、罪と呪いと運命から解放される道、サタンの権威から解放される道を開いてくださいました。その道が、まさにイエス・キリストであることを明らかにしているのが聖書です。イエス・キリストを信じる瞬間、人間は神様とともにいる真に幸せな人生を生きていくようになります。選択は瞬間ですが、その結果は永遠な神様の約束で、保障です。
「イエスは彼に言われた。「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません」 (ヨハネの福音書14:6)
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神様の子どもになる

受け入れの祈り

愛の神様、私は罪人です。イエス様が十字架で死んで、復活されることによって、私のすべての問題を解決してくださったキリストであることを信じます。今、私の心の扉を開いて、イエス様を私の救い主として受け入れます。今、私の心の中に来てくださって、私の主人になって、私を導いてください。これから、神様の子どもになった祝福を味わいながら生きるようにさせてください。イエス・キリストのお名前によってお祈りします。アーメン

神様の子どもの五つの確信

①　救いの確信：イエス・キリストを信じて受け入れたあなたは、神様の子どもになって救いを受けました(ローマ8:15～16、Iヨハネ5:10～13)

②　祈り答えの確信：神様の子どもはイエス・キリストのお名前で何でも求めることができ、神様はみこころ通りに必ず答えてくださいます(ヨハネ15:7)

③　導きの確信：神様は聖霊であなたの中におられ、あなたのすべての人生を治めながら導かれます(ヨハネ14:26～27、箴言3:5～6)

④　赦しの確信：あなたのすべての罪はイエス・キリストのあがないの血の力で解決され、神様はだれでも罪を悔い改めれば許して下さいます(Ｉヨハネ1:9、ローマ3:24)

⑤　勝利の確信：救われたあなたは、世の中に勝たれたイエス・キリストによって、どんな問題の中でも信仰で勝利することができます(ローマ8:31～37，Ｉヨハネ5:4)


神様の子どもの毎日の祈り

父なる神様、イエス・キリストによって神様がいつも私とともにおられて、導かれることを感謝します。

今日も、すべての生活の中で、神様の子どもになった祝福を味わうように、聖霊で満たしてください。

私の家庭と現場と行くところごとに、福音を邪魔して困らせるすべてのサタンの勢力を権威あるイエス ・キリストの御名で縛ってください。

どんなこと、どんな問題でも、解決者であるイエス・キリストに任せて、その中で神様のより良い計画を発見しながら、聖霊に導かれる生活になりますように。

私の生活を通して、イエス様がキリストであるということがあかしされるようにして、私の現場に神の国が臨むようにしてください。

毎日、私の生活の中で神様の願いである世界福音化の契約を握って勝利できますように。

今も私とともにおられるイエス・キリストのお名前によってお祈りします。アーメン


長老伝道企画時代⑯
最も重要なスタート

自己人生キャンプ
必ず記憶しなければならない霊的現場　ある漁村で、代々ムダン（霊媒師）の話を聞いて暮らしてきた所がありました。ムダン（霊媒師）が一言いうならば、村の人々が少しも動くことができませんでした。今でも、そういう村があります。ところで、その村の中に温泉が開発されて、ソウルにいる金持ちが浴場を作り始めたのですが、ムダン（霊媒師）が「この浴場に一番最初に入浴する人は死ぬだろう」と予言しました。だから誰もその浴場に入浴しに行く人がいなかったのです。それで、浴場の主人は「自分の浴場に一番最初に入浴する人に、賞金を100万ウォンを与える」という広告をしました。それでも、誰も入浴しに来る人はいなかったのです。この時、その村で牧会をしていた牧師夫婦が、その浴場に入浴しに入りました。村中の人々は、外で死体になって出てくる牧師夫婦のために、むしろを準備して待っていました。ところが、牧師夫婦はそのきれいな温泉の水で入浴をして、何の事もなく出てきたのです。出てくる時、そのまま出てこないで、牧師は男湯にかけてあった賞金100万ウォンを、奥様は女湯にかけてあった賞金100万ウォンを持って出てきました。牧師夫婦が生きて出てきたことを見た村の人々は、この時になってはじめて、ムダン（霊媒師）にだまされたことが分かって、その次の週に全部みな教会に登録したということです。契約を持った重職者は、現場を変えることができます。
自己人生キャンプの鍵　最初に定刻祈りと定刻礼拝を通して聖霊の内住をいつも味わうことです。そうすれば、どんな状況、事故、出会い、霊的状態も、私と私の周囲で問題になることがありません。二つ目、いつでも仕事をする時は、聖霊の導きを受けることです。言い換えれば、選択をする時は、神様のみことばを握って祈って、その分野の専門家と牧師、長老と相談をしなければなりません。三つ目、この祝福を持続するのが聖霊の満たしです。とても幸せで安らかに24時祈りの祝福を味わうことです。この時、世の中を変化させることが行われるようになります。言い換えれば、聖霊の内住は救いの祝福を味わうことで、聖霊の導きは信仰生活の祝福を味わうことで、聖霊の満たしは私の生活の中で神様の力を味わうことです。ここでの証人が、まさに重職者です。
「あなたがたは神の神殿であり、神の御霊があなたがたに宿っておられることを知らないのですか」(Iコリント3:16)

+今週の黙想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　深い泉03
永遠に残る人生
皆さんが生きている間に、2つの事はいくら拒否しても続けて起きるようになっています。確かに皆さんの人生がどこかに行っているのですが、聖書ではサタンがずっと攻撃するとなっています。反対に救われた者を神様の聖霊がいつも導かれると聖書では確かに言われています。この事実を忘れてしまう時、暗やみの勢力は皆さんを続けて攻撃して入ってくるようになります。それなら、皆さんがみことばだけ正しく握っても、働きは起きるようになっています。私は30年伝道しながら、一つのことを学びました。待つことです。単に待つのではなく、3つのことを考えながら待つことを学びました。①福音の他には真理がないという事実です。そのために、どんな主張もする必要なくて、影響を受ける必要もありません。②そして、伝道の他には忙しくすることはありません。伝道の他に他のもので忙しくなれば、ずっと難しくなるのを見てきました。伝道の中には全てのものがみな入っているという事実を知るようになりました。③そして、聖霊の導き以外には方法ないということを分かりました。地域に準備された弟子に会うには、聖霊の導きだけが方法です。この三つのことを握って待ったのですが、神様は想像もできない恵みと答えをくださいました。
そして、30年伝道する中で、心に大きく抱いたこと2つがあります。次世代(レムナント)と重職者です。今回、マイケル・ジャクソンが死亡したというニュースを見ながら、気にかかることがありました。私たちがあの人たちに福音を伝えてあげなければならないのに、はたしてマイケル・ジャクソン、あの人は正確に福音を聞いたことがあるのだろうか。本人が50歳まで生きる間に、あまりにも大きい人物なのに、どれほど多くの苦しみがあったでしょうか。今、タレント、音楽をする人々、多くの重要なことをする人々が、言葉には表していませんが、ほとんど霊的に苦しめられています。この世にずっと苦しみが来るのに、どのようにするつもりですか。自殺した俳優や芸能人が一度も福音を正確に聞けなかったとすれば、どう思いますか。あなたを困らせる霊的存在が何か、一度も聞けなかったとすればどう思いますか。これは、教会の責任であり、私たちの責任です。ですから、私たちの次世代に、そしてあちこちに重職者が起きて、福音の光を照らしてあげなければなりません。
ダビデは、ゴリヤテと戦いに出かけた時も理由があると話しました。アブラハムも理由を悟ったその日から神様が主の御使いを送って、聖霊が働かれました。今、教会の重職者は伝道企画の祝福をみなのがしています。現場では多くの信徒が福音の基礎も知らずにさまよっています。それで、福音を持った弟子、重職者が起きて現場を生かさなければなりません。まず教会の中にいる弟子を見つけて、現場に備えられた隠された弟子を見つけて、私たちの子孫に、長老に、すべての国民が聞くように、この福音と霊的な奥義を伝えなければなりません。これが福音を持ったエリートの人生で、人を生かす弟子の人生です。難しくもありません。私の中にある二つの心、二つの考え、それを持って率直に神様の前に立てば良いのです。そして、その二つの心が一つになる時、神様の働きと力を体験するようになります。私たちには救いの希望と解答があります。ですから、私たちの全てのものは、みな神様の恵みです。この事実を知っているので、感謝をもって献身するのです。そして、すべての栄光は神様にささげる人生、これが永遠に残る人生です。今日も、私の人生の現場に、人を生かす神様の力が現れる体験があるようになることをイエス様の御名でお祈りします。
説教_柳光洙牧師,整理_チャ・ドンホ牧師
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愛するなら

　分かるようになって・・・


愛するなら、

分かるようになって、

分かるなら、

見るようになり、

見ることは以前とは

同じではない。

イラスト＿ユン・スルギ
ある無名の詩人の詩だというのに、いつからか、私の心の中に深くささっている。愛することは簡単ではなくて、分かって行くということが、ある時は恐ろしい事になったりもしながら、見れば見るほど時には失望することもあるこの世の中で、私たちはそれでも...、愛なしには生きられず、飢え渇き、何かを知ろうともがきながら、目を開ければすぐに見ることを探し回る。
こういう話を読んだことがある。花を愛して、花をよく育てる一人の女がいた。この女が手をかければ、花は見事に美しく香りを放った。ある日、その町に流れ者の修理工がやってきた。その修理工は、その女の花をながめながら、とても感激した。その女はあまりにもうれしくて幸せだった。それで、予定もしていなかった物を、あれこれ修理したのだった。そして、きれいで大事な植木鉢に花を入れて、彼に贈り物もした。
次の日の夕方、彼女は見たのだ。道端に捨てられた自分花を、植木鉢もなく枯れて行っているのを.......利益と動機だけを追う飾りものの愛では、誰かを分かるとは言えない。分かるというのは、簡単なことではない。私たちが何かを、誰かを分かると話すことは、すでに自分の基準や偏見が混ざっているので、完璧に分かっているとは言えない。自分のレベルの分だけ分かることができるのだから。修理工は花を愛していなかった。もちろん、彼女を愛していなかったので、花を咲かせる彼女の心を分かるはずがなかった。だから、見ることを見ることができなかったのだ。それで、彼は、彼女の心は見ることができなくて、値が高い植木鉢だけ持って消えたのだった。

私たちは時に神様を愛していると話す。イエス・キリストのために、このいのちをささげると告白しながら、賛美する。ところで、私たちがまだ罪人であった時、私たちのために死ぬまで愛されたその愛、死より強い、その永遠な愛を頭でなく、胸で愛することができなければ、私たちはその方を分かるとは言えない。私たちの人生を盗んで滅ぼす敵(ヨハネの福音書10章10節)、創世記3章に出現して、エデンの祝福を奪っていったサタン、その悪魔のしわざを滅ぼすために王として来られたメシヤ、キリスト。私たちの力では解決できない原罪と先祖の罪、そして変えてしまいたい悪い体質、気質、習慣のために私たちをどんどん罪の意識へ推し進める自分が犯す罪を、十字架で代わりに血を流して死んでくださって、一気に解決された祭司イエス・キリスト。神様を離れて数奇な運命に陥って、押し寄せてくる虚しさと孤独、暗やみと混とんを解決するために神様に会う道として来られた預言者、キリスト。神様と一つで、本体であるキリストを愛して分かるには、聖霊の助けと恵みを必要とする。(ヨハネの福音書10章30節、ピリピ2章6節)がんばって努力するからといって愛を受けることも、愛することもできないように。

「分かる」という言葉はヘブライ語でヤダ(yada)と言う。これは新郎が新婦を愛してふところに抱くことを意味する。したがって「分かる」ということは隠された秘密を深く分かる時、はじめて分かると話せるのだ。分かってながめれば、神様も、イエス様も、聖書も、花も、空も、星も、その人も、この人も、あの人も、みんなすべて前とは違うように見られる。この時、はじめて、私たちは見ることを真っ直ぐに見て、真の価値を所有するようになる。植木鉢に目がくらんで花を捨てることはないということだ。

随筆家、イエスサラン教会牧師夫人　キム・ユスン

＊相談したい方はこちらまで連絡してください



毎日毎日の森の泉





6日(月)


祝福された出会い（使徒2:9～11）


ある人々はずっと成功した生活を送ってきて、最後になって人を誤って選んで失敗したりもします。聖霊の内住、導き、満たしを体験して力を得れば、必ず祝福された出会いを味わうようになります。神様の子どもは、神様の御手の中にいることを忘れないでください。





7日(火)


最高の幸せを作りなさい！(詩篇78:70～72)


希望と未来がある人は祈るようになります。定刻祈りで今日と明日の絵を描いて、常時祈りの中で現実と事件と仕事と人を通した答えを味わい、礼拝祈りを通して六日の間の答えを味わうみことばを握るようになります。この時から世の中に勝つ深い祈りの力を味わうようになるのです。





8日(水)


信仰のない者たちに必要なこと(出14:1～13)


神様が願う指導者に、そして指導者を助けながらともに聖霊の導きを受ける重職者に最も必要なことが信仰です。神様の働きと導きは、今でも続いています。それを体験する道は、ただ信仰だけです。





9日(木)


より大きな呪いから逃れなさい！


（ローマ2:1～16）


福音の中にいる神様の子どもに、神様は今、聖霊で働かれます。この祝福を悟って味わう時から答えは始まります。まちがいなく、神様は全てのものを準備して私たちを呼ばれました。ただ、サタンにだまされなければ良いのです。





10日(金)


過去から抜け出しなさい（Ⅲヨハネ1:2)


過去から完全に抜け出しなさいという言葉は、習慣と考えと体質をすべて変えなさいということです。インマヌエルを信じて、霊的な頂上に上がって、一生の祈りの課題、一生の伝道の方向、一生の献金計画を見つける時、定刻祈りの祝福を実際的に味わうようになります。





11日(土)


今日、見つけ出すべき答え（使徒1:8、12～14）


初代教会は、イエスがキリスト、神の国、聖霊の満たしの約束を握って集まって祈り始めました。五旬節の日に約束された答えを味わって世界宣教の隊列に立ちました。福音が伝えられる祝福された隊列に自分と自分の人生が入っていれば、答えを受けるしかありません。





週間メッセージ�
�



産業宣教┃重職者の伝道企画(使11：19)


伝 道 学｜習慣直し(Ⅱテモテ2:1～2)


核心訓練｜伝道者が悟る神様のみことば


－ 証人の始まり(使2：14～21)


聖日1部┃いつまでも信じるためである


(出19:7－15)


聖日2部 ┃二つの法(ローマ7：19－25)





30年伝道する中で学んだこと





30年伝道しながら心に抱いたこと





私が残さなければならない永遠な人生








